
 

会長挨拶 

会長 
渡邊　英晶　会員 

　みなさんこんにちは 
さて、9月になり最初
の例会です。 
今月は新世代月間とい
うことで簡単にお話を
させていただきます。 

インターアクト 
学校のクラブ活動など自立した組織で親クラブ
がアドバイスや協力をします。 
広島廿日市RCでは、インターアクトクラブと
して山陽女学園の高等部と一緒に活動をしてお
ります。毎年６月に覚せい剤など薬物乱用防止
街頭キャンペーンを一緒に行っています。また、
一年に一回インターアクト地区大会が開かれて 
各学校の活動の報告やら、各学校の意見交換が
行われております。 
青少年交換 
　約一年間母国以外の国でホストファミリーと
生活を共にし、学校へ通います。 
　自国やその文化、自分の考えを出会った人々
に伝える若き親善使節として、親しい友人を作
りながら、世界を一つにする役割を担います。
　ホストファミリーについて興味のある会員は
どうか申し出てください。逆に教えられること
も多いですよ。 
ロータリー財団プログラム 

　8月10日に卓話をいただきました川妻パスト
ガバナーさんも言っておられましたが財団には
教育的プログラムがあり、ロータリー・センタ
ーを通じて、　研究グループの交換、 国際親
善奨学金制度、大学教員のためのロータリー補
助金、ロータリー平和および紛争解決研究プロ
グラム、人道的補助金プログラムがあります。 
そのほか、財団にはポリオ・プラスがあります。 
　今年度の国際親善奨学生の奥広啓太さんから、
無事ニューヨーク州オルバニー市に到着し9月
１日から授業が始まったとﾒｰﾙがきました。オ
ルバニーRCの奥広さんの世話役の方も決まり、
その方に個人的にドライブに連れていってもら
ったと聞きました。近日、当地のRC例会に出
席して、バナー交換をする予定だそうです。随
時連絡を取り合いたいと思います。国際親善大
使として立派に務めていただいております。 
　本日は、新世代月間に因んで、永井会員およ
び河内会員から、卓話をお願いしております。 

①理事会 
　本日、例会終了後13：40～　定例理事役員会
を開催します。ご関係の方は、3階「末広の
間」にご参集ください。 

★松浦　光男会員 
★森井　紀夫会員 
★清水　理也会員 
★青木　秀行会員 
★川�　　勉会員 
★渡邊　英晶会員 
★永井　勝康会員 
★河内　正晴会員 
★川�　　尚会員 
 
 

 

2009 年 9 月 24 日 
ダブリエクラブ（料理教室同好会） 
於 ： スチュディオグリオット 

★森井　紀夫会員 
★渡邊　英晶会員 
★永井　勝康会員 
★澤本　俊生会員 
 

★松野　正信会員 
★近藤　英昭会員 
★川�　　勉会員 
★久保田幸恵会員 
 

＜裁判員裁判について＞ 
 
 
◇はじめに 
　裁判員制度が始まった5月21日以降，全国で500件を
超える裁判員裁判対象事件が起訴された。中国地方
でも，30件を超える事件が起訴された。そのうち，全国で，
既に8件について判決があった。山口の事件はそのう
ちの1件。 
◇山口事件の概要　 
　13年間，体の不自由な妻を介護してきた夫が，介護
疲れから無理心中を決意し，妻の首に包丁を突き刺し
殺害しようとしたが，傷を負わせたにとどまった殺人未
遂事件。 
介護という身近な問題を背景にした全国初の事件で
あり，TV・新聞などマスコミで大きく取り上げられた。 
◇裁判の時系列 
21.5.15　事件発生。被告人は，自殺を試みたが死に

きれず，110番通報して，自首。警察が逮捕し，
捜査開始。 

       6.8　 検察官が殺人未遂罪で起訴 
　　　　 公判前整理手続き（２回）　裁判所，検察官，

弁護人の三者で打ち合わせ。事実関係に
争いなく，量刑のみが争点となった。裁判
で取り調べる予定の証拠と裁判の日程を
決定した。 

9.8午前  裁判員の選任手続き。辞退を認められた
人を除いた35名が裁判所に集まり，最終的
に裁判員６名と補充裁判員２名が選任さ
れた。 

  午後　法廷で審理開始。起訴状朗読，証拠書類
の取調，証人尋問と被告人質問を実施。
検察官が懲役4年を求刑。弁護人が執行
猶予（懲役3年執行猶予4年）求める。 

9.9午前　裁判官と裁判員が評議 
　          午後3時半ころ　判決（懲役3年執行猶予

4年保護観察付き） 
◇これまでの刑事裁判と，どこが変わったのか 
大きく変わったと思われる点を，5つ指摘したい。 

□　検察官の法廷の振る舞い方 
　法廷では余計なことは話さないというのが，これまで
の検察官の基本的スタンス。 
この裁判では，証拠調べの冒頭で，検事が名を名乗り
挨拶した上で，ゆっくり丁寧な語り口で説明するなど，裁
判員に分かりやすい主張立証の工夫を行った。 
□　弁護人の工夫 
　弁護人が求刑することは，これまでの裁判ではなか
った。通常，「寛大に」「減刑を」「猶予が相当」と主張
していた。この裁判では，「懲役３年執行猶予４年」と
年限まで指摘し，検察官の求刑との違いを明確にした。 
□　判決の内容に変化 
　判決では，「妻との関係や両者の生活環境を整え，
再犯等を確実に防止するには，保護観察による指導援
助が必要」との理由から，執行猶予に保護観察がつけ
られた。この種の事件では，通常再犯は考えにくく，これ
までは，一般的に保護観察は付かなかった。評議内容
は不明だが，裁判員の意見が判決内容に反映された
可能性が大きい。 
□　判決後の裁判官による説諭に，裁判員の意見が
生かされた。 
　裁判官は，裁判員の意見であるとして，被告人に「周
囲と協力して，奥さんを二度と悲しませないように。生き
甲斐を見つけてください。」などと説諭した。これに対し，
被告人は「前向きに生きる。」と約束した。被告人は，
親身になって心配してくれた裁判員に対しても，更生を
約束したわけであり，被告人の更生に役立つことはもち
ろん地域の安心安全にも繋がっていく可能性がある。 
□　裁判員が裁判後に記者会見 
　50代男性裁判員は，「国や県がもう少し改善して環
境をつくらないと，同じような事件が起こるのではないか。」
と述べ，他の裁判員も同様に，介護問題について，「地
域や行政で真剣に考えていく必要がある。」と感想を
述べた。介護という身近な問題が事件の背景であっ
たため，裁判員が関心を持ちやすい面があったにしても，
今後も多くの市民が刑事裁判に参加することによって，
事件の背景に潜む社会のさまざまな問題への認識を
深める機会となることが期待される。 
 
 
  
 

広島高等検察庁　次席検事 津 熊 寅 雄 



 

 薬物乱用防止について　　中・高生対象 
 

人形劇の 
練習の一コマ 

④ 青少年交換 
実際に異なる文化に浸ることは、国際理解および平
和を推進するための最も強力な方法と考えられてい
ます。国籍に関わらず、すべての人々が同じ基本的
なこと、すなわち自分自身や子供たちが豊かに満足し
て生活できる安全で快適な環境を求めているのだと
いうことを知れば、世界はより小さく、より友好的な場
となることが期待できます。 
　そのような考え方のもと、青少年交換は、他国の人々
と出会い、他の文化を体験し、生涯にわたる国際理
解の種を播く機会を青少年に与えることを目的にして
います。  
　1927年以来、ロータリー青少年交換プログラムの豊
かな内容によって、世界中の学生やホスト・ファミリー
にとってますます可能性が広がり、さらに人生を充実
させることができるようになりました。ロータリー・クラブ
や地区、他地区グループによって管理されるこのプロ
グラムに、現在、毎年82カ国以上の8千人を超える学
生が参加しています。  
　記録に残っている最初の交換は、フランスのニース・
ロータリー・クラブがヨーロッパ諸国の学生と交換を始
めた1927年にまで遡ります。米国カリフォルニア州の
クラブとラテン・アメリカ諸国の間の交換が1939年に
開始され、1958年には米国東部にまで交換活動が広
がりました。1972年、国際ロータリーの理事会が、世界
的な平和と理解を推進する価値ある国際的活動とし
て、世界中のクラブに青少年交換を推奨することに
同意するに至っています。 
　なお、山陽女学園高等部では、次の方々が派遣学
生になっています。 
2000年～2001年度　清水千恵さん 
2004年～2005年度　加藤奈実さん 
2006年～2007年度　高橋志織さん 
 

 
 

「ロータリー財団 
            について」 

ロータリー財団常任理事 
　　　河内正晴会員 

①次回例会 
　次週月曜日9/21は祝日のため例会はありませ
ん。次回の例会は、9/28広島海上保安部にお
きまして職場訪問例会となっております。後
日、参加者に詳細をお送りしますので、よろ
しくお願いします。 

 

 

■「新世代月間に因んで」　永井　勝康会員 
 　30歳までの若い人の育

成を支援するため、9月は
「新世代のための月間」に
指定されています。新世
代のためのプログラムとし
ては4つがあります。 

①インターアクト 
②ローターアクト 
③ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA） 
④青少年交換 
 
①　インターアクト 
　インターアクトは、「インターナショナル」と「アクション」
の合成語で、14歳から18歳の青少年によって構成さ
れています。このインターアクトは、各地域や海外で積
極的な奉仕活動を実施する組織とされています。イン
ターアクト・クラブは、支援や指導を与える個々のロータ
リー・クラブがスポンサーとなっています。しかし、インタ
ーアクト・クラブは運営面でも経済的にも自立している
こととされています。 
　2710地区には、17のインターアクト・クラブがあります。
広島地区8クラブ、山口地区9クラブになっています。
1996年12月、当クラブの提唱により、2710地区で15番
目のクラブとして、山陽女学園高等部インターアクト・ク
ラブが結成されています。 
　クラブの会員は多種多様です。男子のみ、女子の
みのクラブもあれば男女両者からなるクラブもあり、その
規模も大小さまざまです。会員基盤は1つの学校の学
生から集められる場合もあれば、同じ地域社会内の2
つ以上の学校から成る場合もあります。  
　インターアクトは、奉仕活動を通して次のことの重要
性を学び行動することを目的にしています。 
1) 指導力と誠実な人格の形成 
2) 他者を尊重し、進んで助ける態度 
3) 各自の責任を果たし、一生懸命努力することの尊さ 
4) 国際理解と親善の推進 
さらに、毎年、インターアクト・クラブは少なくとも2つの社
会奉仕プロジェクトを行い、そのうち1つは国際理解と
親善を推進するものとされています。プロジェクトを通
じて、インターアクターは地元社会や海外のクラブと友
情のネットワークを築き、このプロセスの中で、インターア
クターは指導者としての技能を磨き、一生懸命働くこと
の価値を学ぶことになります。 
インターアクターは、またローターアクト・クラブ結成の主導、
ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）への

参加を実行することもしばしばあります。インターアクタ
ーは、青少年交換学生や国際親善奨学生になることも
あります。 
　なお、今年度、山陽女学園は次の地区インターアクト
3大事業全てのホスト校になっています。このようなこと
は、過去に例がないものと思われます。 
1)　地区大会（2006年7月終了） 
2)　韓国3690地区インターアクト・ホームステイ受入れ
　（2007年1月） 

3)　指導者研修（2007年5月） 
 
②　ローターアクト 
　ローターアクトは、ロータリーがスポンサーとなっている
18歳から30歳までの青年男女のための奉仕クラブです。
ローターアクト・クラブは通常、地域社会または大学を基
盤としており、地元のロータリー・クラブがスポンサーとな
っています。　ローターアクト・クラブは、スポンサー・ロー
タリー・クラブの真の「奉仕のパートナー」であるとされ、
ロータリー家族の重要な一員であるとみなされています。  
　ローターアクト・プログラムを通じて、若い世代の成人
は知識や技能を学ぶばかりでなく、地域社会の物理的・
社会的ニーズに取り組みながら、友情と奉仕の枠組み
の中で国際理解と平和を推進していきます。 
 
③ ロータリー青少年指導者養成プログラム（Rotary 
Youth Leadership Awards） 
　ロータリー青少年指導者養成プログラム（RYLA）には、
毎年、世界中の何千人もの青少年が参加しています。
リーダーシップの資質を備えている14歳から30歳までの
選ばれた青少年が、ロータリーが全費用を負担するセミ
ナーやキャンプ、ワークショップに出席し、指導者として
の技能について話し合ったり、練習を通じてこれらの
技能を習得したりします。ロータリー・クラブと地区が参
加者を選考し、この行事のカリキュラムを進行すること
になります。 
　RYLAの目標は次の通りです。 
1)　ロータリーの青少年への尊重や配慮を身をもっ
て示すこと  
2)　選ばれた青少年や潜在性を有する将来の指導
者に対して効果的な研修を与えること  
3)　青少年の指導力を青少年によって促進させるこ
と  
4)　地域社会のために奉仕を行う青少年を公に認
証すること  

1971年にRYLAは国際ロータリーによって正式に採用
され、ロータリー奉仕の中で最も顕著かつ急速に発展
しているプログラムの1つとなりました。RYLAプログラム
は、ローターアクトやインターアクト・クラブの結成や強化
の柱となることもしばしばあります。RYLA参加者は、青
少年交換学生や国際親善奨学生になることもあります。 
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